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議会のニュース

３
月
２３
日
に
渡
辺
道
仁
議

長
と
五
月
女
伸
夫
副
議
長
の

辞
任
に
伴
う
選
挙
を
行
っ
た

結
果
、小
林
紀
夫
議
員
が
議

長
に
、塚
原
毅
繁
議
員
が
副

議
長
に
就
任
し
た
。

正
副
議
長
選
挙

◎「あなたと市議会うつのみや」172号の印刷費1,302,825円（消費税含む）　　　◎次回の発行は、7月下旬の予定です。

6月定例会の日程（予定）
月 日 内 容

※上記日程は変更になる可能性がありますので、
　ご来場の際は、事前にお問い合わせください。
議会事務局議事課　電話（632）2608

6月  8日（金）本 会 議 開 会

本 会 議 閉 会

議 員 協 議 会

一 般 質 問

常 任 委 員 会

14日（木）
15日（金）
18日（月）
19日（火）
20日（水）
21日（木）
22日（金）
28日（木）

今回の表紙写真

市
民
合
意
が
な
さ
れ
て
い

な
い
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
と
、あ
り
き

た
り
の
駅
前
開
発
で
あ
る

駅
東
口
開
発
事
業
へ
の
予
算

の
無
駄
遣
い
を
や
め
、バ
ス

カ
ー
ド
い
き
い
き
７０
の
拡
充

や
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
拡

充
な
ど
に
回
す
べ
き
で
あ
る
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
莫
大
な
予
算
が

投
入
さ
れ
、身
近
な
福
祉
や

く
ら
し
の
予
算
が
削
ら
れ
る

現
状
に
重
大
な
懸
念
を
持
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の

議
案
に
反
対
す
る
。

【
３０
年
度
一
般
会
計
予
算
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
ほ
か
】

討

論

反　

対

共
産
党

限
り
あ
る
財
源
を
活
用

し
、重
要
な
課
題
に
積
極

的
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

行
財
政
改
革
の
徹
底
を

図
っ
た
予
算
で
あ
る
。

今
後
、人
や
企
業
か
ら

選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、

将
来
に
わ
た
り
企
業
が
生

産
研
究
活
動
を
行
い
、次

の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
が

安
定
し
て
就
職
で
き
る
経

済
の
好
循
環
を
作
っ
て
い

く
た
め
、積
極
的
に
投
資

す
る
こ
と
に
よ
り
、引
き
続

き
力
強
く
市
政
運
営
に
取

り
組
む
こ
と
を
期
待
し
、こ

の
議
案
に
賛
成
す
る
。

【
３０
年
度 
一 
般
会
計
予
算
】

賛　

成

自
民
党

市
が
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
最
大
限
の
工
夫
を
図
り
、

予
算
編
成
を
行
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
評
価
し
て
い
る
。

し
か
し
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
に
つ

い
て
、市
民
理
解
の
推
進
や
、

地
域
要
望
を
踏
ま
え
た
安
全

対
策
・
地
域
振
興
策
な
ど
の

本
会
派
か
ら
の
要
望
事
項
に

対
す
る
市
の
対
応
を
確
認
す

る
た
め
に
は
、現
時
点
で
予
算

案
を
容
認
す
る
こ
と
は
時
期

尚
早
で
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の

議
案
に
反
対
す
る
。

反　

対

市
民
連
合

29
年
11
月
に
ス
イ
ス（
チ
ュ

ー
リ
ッ
ヒ
市
、バ
ー
ゼ
ル
市
）、

フ
ラ
ン
ス（
ミ
ュ
ル
ー
ズ
市
）、

ド
イ
ツ（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
、ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
）で
実
施
し

た
海
外
行
政
視
察
研
修
の
報

告
書
を
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
。

報
告
書
は
、議
会
事
務
局
、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も

閲
覧
可
能
。

海
外
行
政
視
察
研
修
報

告
書
を
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載

▲投票の様子

◀▲日本文化ふれあいの会の様子

◀外国人住民のための日本語教室の様子

会場の様子
着付け体験の様子

時 刻

〃

〃

〃

〃

午前10時

30年2月に、市役所で「日本文化ふれあいの会」
（宇都宮市国際交流協会主催）が開催され、たくさん
の外国人住民や留学生が、茶道や着付け、華道、折
り紙などの日本文化を体験し、ボランティアの日本人
と交流しました。

市の外国人住民は9千人を超え、出身地域や国籍も80近くになることなどか
ら、文化や習慣、考え方などについて多様性を認め合い、共に支え合う多文化共
生の地域づくりがますます重要になっています。
そのため、市国際交流プラザでは、相互理解の促進のための事業や、外国人
住民への情報提供、日本語学習支援など、様々な事業を実施しています。

塚原毅繁副議長 小林紀夫議長

外国人住民・留学生外国人住民・留学生が日本文化を体感日本文化を体感!外国人住民・留学生が日本文化を体感!


